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ゆずりは健康コラム ～ 加齢黄斑変性症について～

加齢黄斑変性症とは網膜の中心部である黄斑に障害が生じ、
視野の中心がゆがんで見えたり、暗くぼやけて見えたりする
症状のことです。50歳を過ぎた頃から発症の危険性が高くなり、高齢
者ほど多く見られます。
原因は、加齢や遺伝的要因のほかにも高血圧、肥満、喫煙、
高脂肪食、ブルーライトなどが関係すると言われています。
禁煙や塩分、脂質の多い食事の改善など生活改善の見直しを
して予防を心掛けましょう。
また、緑黄色野菜に多く含まれるビタミンCやビタミンEなどの抗酸化
ビタミンや亜鉛、ルテインには加齢黄斑変性の進行を
抑える働きがあるので、これらを含む食品を積極的に摂る
ようにしましょう。
進行すると、視力が回復しづらく完治が難しい病気ですが、
近年治療薬が開発され、早期治療によって視力の維持や改善が得
られるようになってきました。
普段からふすまやお風呂のタイルなどのマス目を使い、線がゆがん
で見えないか、中心点がはっきり見えているか、欠けている部分がな
いかなどを片方ずつ見る自己チェックをして、
異常があれば早めに眼科を受診しましょう。


